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Tuna (Thunnus alalunga) Gill ExtractAlters Gut Microbiota Composition and Increases Fecal
ImmunoglobulinALevels in Male Mice
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マグロ（ビンナガ）エラ抽出物は雄マウスの腸内細菌叢組成を変化させ、糞便免疫
グロブリンAレベルを増加させる
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マグロは重要な水産資源だが、マグロのエラは

未利用である。本研究では、マグロのエラ抽出物

（TGE）がマウスの腸管免疫およびアミノ酸組成に

及ぼす影響を検討することを目的とした。TGE を

調製して雄マウスに投与し、腸管免疫系に及ぼす

影響をサケコラーゲンペプチド(SCP)と TGE との

間で比較した。また、脾臓から脾細胞を採取し in

vitro で TGE や SCP が免疫細胞に与える影響を評

価した。TGE または SCP を 1%添加した雄マウスの

糞便中の免疫グロブリン A（IgA）濃度と乳酸菌の

相対存在比は有意に増加していた。また、TGE お

よび SCP を添加したマウスの糞便からはヒドロキ

シプロリンが検出された一方で、腸内の有機酸濃

度には影響が無かった。従って、IgA 濃度の増加

は腸内ヒドロキシプロリン濃度の増加を介して起

こっている可能性が示唆された。これらの結果は、

水産加工未利用残渣を活用した TGE がマウスの腸

管免疫系を改善させる可能性を示している。


